
天明3年浅間山噴火

伊豆大島が 565年振りに割れ目噴火をして、山

T貢火ロからのおだやかなJ容岩流出になれた島氏が

全員島タト脱出、去年の 10大ニュースの一つにな っ

たが、日本全体の火山からみれば、三宅島ど大島

の、限られた火山噴火は、むしろ危険の少ない例

である 。ほかの大多数の日本の火山は、も っと危

険な、爆発的噴火をする 性質を持 っている 。 そう

した、日本でも っとも多〈見ら れる火山が、もし

噴火したらどんなことになるだろうか ? 日本列

島の火山噴火のモデルケースどして、火山災害の、

起こり得る最大級の典型例と見なされるのが、天

明 3年の浅間山の噴火である 。

火山噴火は、地下の高温の溶融状態の物質(マ

グマ)が池表に噴出する現象であるが、高圧下で

マグマに閉じとめられていた、ガス(気体 )tこな り

やすい成分が、地表に近つ'いて発泡するときの状

況 一 液体から気体が分離するしかたー によっ

て、噴火のしかたが左右される 。

天明の浅間の噴火は、①山頂の釜山火ロにつな

がる火道の深い所で発泡したマグマが、天空高〈

吹き飛び、空J令された火山灰や軽石が降下して、

軽井沢のほうに降り積もり、②次に、発泡したマ

グマが火ロからあふれだし、 吾妻火砕流、鎌原、泥

流として北麓斜面を流下、③発泡し終わ った固い

飴状のマグマが火ロから押し出され、鬼押出しの

溶岩流として斜面の途中まで流れ出し、火ロは固

L、溶岩で栓をされた状態になって噴火が休止した。

この 3コースを実演し、その状況を、いまも当時

の噴 出物が示す 自然の火山博物館 どな っている 。

その上、最近は鎌原、部落の発掘調査が進み、貴重

な出土品から当時の人々の生活がLのばれる 。

①の過程で上空に吹き上げられた噴出物は、成層

圏を漂L¥ 日光の結射熱 を遮 って、天明の飢鐙を

もたらしたどいわれる 。東側に積も った軽石は、

いまも鶴溜り一つるが集ま ったように白〈見え

る意味ーの風雅な地名を残す。

吾妻火砕流に次い で北麓を 急降下した、発泡し

つつ巨岩を含む岩石片ど火山灰 ・火中ガスの粉体

は、斜面の土砂や地表水をも巻きとんで泥流どな

って心麓の部落を住民もろとも呑みとみ吾妻川 を

流下し、せき止められた河川は洪水とな って利根

川ま で諸物を押し流す、そ の光景 を描L、た瓦版や

古い錦絵は、数多〈残 っている 。 日本のジャ ーナ

リズムの開拓者、，j、野秀雄 (東大新聞研究所初代

所長)は、一つのニュースソースが、どのように

伝わ ったかを研究する資料どして、これらを利用

した。

浅間山は、 1108年(天仁元年)にも天日月噴火ど同

じような噴火をし、 900年、 200年前のこの大噴火

のあど、釜山火ロは1910年代、 1930年代、 1950年

代に、ブルカノ式ど呼ばれる同じ型式の爆発的噴

火を繰り返した。明治以後、東南アジア特有の高

温多湿の暑を逃れる来日夕ト人の避暑地として軽井

沢が利用されるに伴い、いち早〈西欧科学の洗礼

を受け、定災予防調査会の大森房吉博士による湯

ノ平てeの地震観測開始 (1909年)に始まり、噴火

の地球物理的研究の対象どなり、戦後、世界で最

初の数量的噴火予知の成功例として、水上武博士

によ り報告され、日本の代表的火山浅間中は世界

の浅間山 として注 目をヲI<こどにな った (本文28

ページ参照)。

日本の噴火の可能性を持つ、多〈の安山岩・石

英安山岩 質活火山は、もし、最大級の噴火宏すれ

ば、火砕流噴出を含む災害予想図が描かれる 。 そ

れは、 ここに示さ れた錦絵 ど、表現が数量的にな

るだけで、本質的には決して透 ったものではない

こどを心に刻む必要があろう 。

(東京大学名誉教授森本良平)
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